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What did the Students Learn from the Fieldwork in Kamaishi:
Thinking from Actor Network Theory
TAKAHASHI Mao
Abstract: The purpose of this paper is to analyze the fruits of students who visited Kamaishi City, Iwate
Prefecture, which was affected by the Great East Japan Earthquake in utilizing the Actor Network Theory.
The Actor Network Theory has been proposed mainly by Bruno Latour et al. This is a theory that, like hu-
man beings, considers non-human things and events as actors（actors）and finds out how they are linked to-
gether to create a network.
This summer, the seven students of my class and I volunteered at Kamaishi City, and visited the Sanriku
Coast Area, had the fieldwork in Kamaishi as well as Otsuchi and Rikuchu Yamada. During that time, the
students met many people, were influenced and shocked by various things（actors），including nature.
This article organizes actors and learning from the Actor Network Theory, focusing on the activities, re-
flections, and reports of the students.
































アクターネットワーク理論（Actor Network Theory：以下 ANT と表記）とは，社会的世界をできるだけフラッ
トに見て，諸々の社会的な結びつきを組み直すための理論である（ラトゥール，2019）。
ブルーノ・ラトゥールは，1980年代以降に主要な論者として ANT を提唱し，活躍してきた（久保，2019）。彼



















１８ 甲南女子大学研究紀要Ⅰ 第 56号（2020年 3月）
（2）本研究におけるアクターネットワーク理論について




































今回は，6日間の日程で釜石を訪れた。表 1が日程表である。2019年 8月 17日から 22日までの 5泊 6日であ
───────────────────────────────────────────












釜石に滞在したのは第 1日目から第 5日目の 5日間であった。その間にどのような活動や体験があったのかに
ついてここに記述する。
表 1 釜石ゼミ旅行 2019の日程表
日程 活動内容など 宿泊先




























































東日本大震災までは JR 山田線として釜石－宮古間を運航されていた。震災以降，本線は不通となっていた。2019年 3
月に本路線は JR 東日本より三陸鉄道に移管された。移管と共に，8年の歳月をかけてようやく三陸鉄道山田線は復旧し開
通した。これにより，三陸の人々の足としての役割を鉄道がとり戻したと共に，新たな観光客の集客が期待されることと
なった。しかし，残念ながら，2019年 10月 27日現在，台風 19号の被害を受け，三陸鉄道山田線は運休し代行バスが運行
している。
２０ 甲南女子大学研究紀要Ⅰ 第 56号（2020年 3月）





















































































夕方のカリタス釜石でのミーティングの後，前日に鵜住居などを案内してくれた K 氏と R 氏に「3.11 その
時，何があったのか～釜石のぞみ病院にて～」というテーマで学生に向けて話をしてもらった。
当時，釜石のぞみ病院で看護師として働いていた R 氏の話を学生たちは，メモを取りながら熱心に耳を傾けて



















最後に学生一人ずつが涙を浮かべながら，K 氏や R 氏の話を聞いた感想を述べ合った。


















































































陸中山田駅で下車した際に海岸をメンバー全員で歩いた時の海の印象について学生 C は語っている。学生 G













学生 B は，「お茶っこ」でのお年寄りとの話からボランティア活動の重要性について考えた。さらに学生 C は
自分たちの活動を振り返って考えていた。
また，学生 B はボランティアの関わり方の難しさも体験から学び取っていた。学生 F は出会った人たちとの
語らいを通してのボランティアの楽しさを知ったようである。


































釜石の NPO 事務局長の K 氏や看護師の R 氏が震災当時の話を学生に向けて語った言葉は，学生たちが釜石で
の学びについて考えるためにも大きな影響を与えた。
学生 G は震災時の辛い話を自分たちにしてくれた K 氏と R 氏の思いから自分の役割について書いていた。R











６ 持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）
２６ 甲南女子大学研究紀要Ⅰ 第 56号（2020年 3月）
表 2-5 学生の振り返りレポートから⑤



















学生 F：このメンバーだったからこそ充実した 5 泊 6 日を過ごすことができたと思っています。
学生 G：みんなとミーティングで 2 時間以上意見を訊きあえたこと，感情がめちゃくちゃになりながら向き合った時間は
とても貴重でした。
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